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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月7日(2021.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技に関する制御を行う遊技制御手段と、
　電源遮断後においても各種情報を記憶領域に記憶保持することが可能な記憶手段と、
　前記遊技制御手段が行う制御に関する設定値を設定する際に操作される設定操作手段と
、
　前記記憶手段に記憶保持される情報を初期化するために操作されるクリア操作手段と、
　電源投入を行うための電源投入手段と、
　外部に各種信号を出力可能な外部出力手段と、
　を備え、
　前記電源投入手段により電源投入されたときの前記設定操作手段の操作状況と前記クリ
ア操作手段の操作状況とに基づき、前記設定値を設定可能とする設定状態を発生させるこ
とが可能であり、
　前記電源投入手段により電源投入されたときの前記設定操作手段の操作状況に基づき、
前記設定値を確認可能とする確認状態を発生させることが可能であり、
　少なくとも前記遊技制御手段と前記記憶手段とが遊技制御基板に備えられ、
　前記遊技制御基板は前記設定操作手段とともに一つのケースに収容されており、
　前記設定状態が開始された場合だけでなく前記確認状態が開始された場合も前記外部出
力手段から信号が出力される
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　従来、パチンコ機等の遊技機として、遊技場管理者による設定変更操作によって、当落
抽選の確率や各種演出の実行確率等の設定状態を複数のいずれかに設定する遊技機が知ら
れている。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
【特許文献１】特開平６－９１０４９号公報
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　前述した設定機能は、遊技者が獲得する賞球に関する遊技機の性能を変更でき、設定機
能によって、ホールの営業方針に沿って遊技機の性能を変更できる。一方、設定の変更に
よって遊技者が得る遊技利益が変化するので、設定操作が容易だと、誤って設定を変更す
る可能性がある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、遊技機の設定に関する誤操作を抑制することを課題とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本明細書に開示される発明の一例は以下の通りである。遊技に関する制御を行う遊技制
御手段と、
　電源遮断後においても各種情報を記憶領域に記憶保持することが可能な記憶手段と、
　前記遊技制御手段が行う制御に関する設定値を設定する際に操作される設定操作手段と
、
　前記記憶手段に記憶保持される情報を初期化するために操作されるクリア操作手段と、
　電源投入を行うための電源投入手段と、
　外部に各種信号を出力可能な外部出力手段と、
　を備え、
　前記電源投入手段により電源投入されたときの前記設定操作手段の操作状況と前記クリ
ア操作手段の操作状況とに基づき、前記設定値を設定可能とする設定状態を発生させるこ
とが可能であり、
　前記電源投入手段により電源投入されたときの前記設定操作手段の操作状況に基づき、
前記設定値を確認可能とする確認状態を発生させることが可能であり、
　少なくとも前記遊技制御手段と前記記憶手段とが遊技制御基板に備えられ、
　前記遊技制御基板は前記設定操作手段とともに一つのケースに収容されており、
　前記設定状態が開始された場合だけでなく前記確認状態が開始された場合も前記外部出
力手段から信号が出力される
　ことを特徴とする（例えば、段落１０９１～段落１４０５、図１２５～１３５、図１４
６～１５３などを参照）。
【手続補正７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明によれば、設定に関する誤操作を抑制することができる。
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